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＊討議要旨
松村雄二氏は、水戸の『大日本史』は軍書の4分類案のどの時期の特徴に合致してくるのか、と尋
ね、発表者は、 『大日本史』の編纂は明治まで続くので一概に言うことはできないが、論纂と言われ
る説話的な部分に、第4期の忠義につながる問題がある、と回答した。
坪井秀人氏は、修養論ブームに軍書や I名将言行録』が乗っかっているとの話だ、ったが、修養論の
もう lつの傾向としては、近代人たるための条件を作るという意味での修養ということがある。その
中で武士道が幕末から明治にかけてのシフトとは関わってくるのだろうか、と尋ね、発表者は、近代
人としての精神性は重要な問題であり、今後の課題としたい、と回答した。
中嶋隆氏は、近世軍書の第3期と第4期の区切りの根拠について尋ね、発表者は元禄11年にそれま
での通俗歴史書をまとめた 『本朝通紀』という書物が刊行されるが、そこに長編歴史読み物の最後の
区切りがあるのではないか、と考えての設定である旨、回答した。さらに中嶋氏は、近代以前の武士
道概念そのものがどういう過程で形成されてくるのか、ナショナリズムに利用されるような側面を持
った武士道 ・武士のイデオロギーの成立時期について尋ね、発表者は、第2期に『太平記評判理尽紗』
なと守の読み方が相当影響を持ったということ、もう 1つは山鹿素行の活躍があり、考え方そのものは
寛文の頃に 1つの結論が出ているのではないかという予想を持っている、と回答した。
小峯和明氏は、 f名将言行録jのソースがどのくらいの範囲からどのくらい採っているか、につい
て尋ね、発表者は、 『太平記』を典範とした漢字片仮名交じりの歴史書もどきの読み物が中心で、幕
府の政治に関わる未刊の写本類は平仮名でも使用している、と回答した。
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